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目的　地域在住高齢者のMMSE得点を性別に分類し年齢階級，教育年数別に検討することで，認
知症に対する介入研究の基礎資料とすることを目的とした。

方法　佐賀県 3町自治体の呼びかけで参加した65歳以上の高齢者698人が対象であった（平均年
齢：男性75.7±5.8歳，女性78.3±5.2歳）。基本的属性には，年齢，性別，教育歴を聴取し，
認知機能に関してMMSEを用いて調査を行った。

結果　年齢階級ごとのMMSE得点の平均値と標準偏差を男女別に示した結果，各年齢階級におけ
るMMSE得点は，男性では有意差は認められなかった。女性は65～69歳群と70～74歳群の
MMSE得点が75～79歳群，80～84歳群，85歳以上群より有意に高かった。教育年数ごとの
MMSE得点の平均値と標準偏差を男女別に示した結果，各教育年数におけるMMSE得点は，
男性では 9年以上群が 6年以下群より有意に高かった。女性は 9年以上群が 6年以下群および
7－8年群より有意に高かった。MMSE得点において28点以上を正常，24－27点をMCI，23点
以下を認知症に分けた結果，MCI群の割合が男女とも 3割あった。

結論　各年齢階級におけるMMSE得点は女性では年齢階級が上がるにつれて平均値は有意に低
かった。男女ともに65～69歳群のMMSE得点平均値は27点代で85歳以上の平均値は25点であ
りその差は 2点であった。他地域と比較すると明らかに年代差は小さかった。各教育年数にお
けるMMSE得点は男女とも教育年数が上がるにつれて平均値は有意に高かった。本研究にお
いても，教育年数の低さがMMSE得点を低くした要因と推察される。認知機能を早期に調査
し認知症を防止する手立てが必要であることが示唆された。
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Ⅰ　緒　　　言

　2015年で65歳以上の高齢者は約3314万人であ
り，その内要介護者および要支援者は約609万
人にも上る1）。要介護状態になる原因疾患の第
1位は脳血管障害で，第 2位が認知症である2）。
認知症高齢者は，本人はもちろん，家族や近隣
住民においても身体的，心理的，経済的負担の
増加をひきおこす。したがって一次予防の観点

からも，認知機能が低下し始めた高齢者をいち
早く発見し，予防的支援サービスを提供するこ
とが重要である。
　これまで，認知症の臨床診断において，Mini-
Mental State Examination3）（以下，MMSE）や
改訂長谷川式簡易知能評価スケール（以下，
HDS-R）といったスクーリング検査が有用か
つ簡便であるとされている。HDS-R4）は，わが
国の実情に合った検査であり，短時間で実施で
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き，30点満点中20／21点を境界とすれば，診断
の感度90％，特異度82％である。世界的には
MMSEが評価基準として利用されている。
HDS-Rとの共通する質問項目もあり，30点満
点中23／24点を判断の基準とすれば，診断の感
度87％，特異度82％と高い。最近は，軽度認知
障害Mild cognitive impairment（以下，MCI）
の対応が重要であるとの考えがあり，MMSE
が28点以上は正常域，24-27点はMCI疑い，23
点以下を認知症の可能性ありと判断されること
もある5）。
　本研究は，地域在住高齢者のMMSE得点を
性別に分類し年齢階級，教育年数別に検討する
ことで，認知症に対する介入研究の基礎資料と
することを目的とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　本研究は，地（知）の拠点整備事業として進
めている認知機能調査（以下，調査）で，佐賀
県 3町自治体の呼びかけで参加した65歳以上の

高齢者698人が対象であった（平均年齢：男性
75.7±5.8歳，女性78.3±5.2歳）。
　募集方法は，市町広報に「調査」のことを記
載し，それを見た住民が参加した。調査期間は，
2011年から2015年までであった。なお対象者に
は，調査趣旨，調査への参加は強制ではないこ
と，調査により取得されたデータは研究以外の
目的で使用しないこと，またデータは匿名化さ
れ使用されることを口頭で説明し，対象者から
インフォームド・コンセントを得た。
　本研究は文部科学省，厚生労働省による「疫
学研究に関する倫理指針」（平成20年12月 1 日
一部改正）における「既存資料を用いる観察研
究」であり，「研究対象者からインフォーム
ド・コンセントを受けることを必ずしも要しな
い」場合に該当する6）。また，この調査データの
使用については，佐賀県自治体の許可を得ている。

（ 2）　方法
　基本的属性として，年齢，性別，教育歴を聴
取し，認知機能に関してMMSEを用いて調査
を行った。MMSEは11項目により構成され，
全項目の合計点（最高30点）を評価した。
　解析は，MMSE得点に対して，年齢階級別
（Ａ：65～69歳，Ｂ：70～74歳，Ｃ：75～79歳，Ｄ：
80～84歳，Ｅ：85歳以上）あるいは教育年数別
（Ａ：6年以下，Ｂ：7 - 8 年，Ｃ：9年以上）の
変化を調べる目的で年齢や教育を要因とする一
元配置分散分析を用いた。Post-hocテストには
Bomferroni testを用いた。統計的検定の有意
水準はいずれも 5％未満とした。

表 1　対象者の属性（ｎ＝698）
（単位　人）

男性 女性

ｎ ％ ｎ ％
総数 189 27.1 509 72.9
年齢
　65～69歳 35 18.5 85 16.7
　70～74 51 26.9 111 21.8
　75～79 47 24.9 166 32.6
　80～84 33 17.5 96 18.9
　85歳以上 23 12.2 51 10.0 
教育
　 6年以下 10 5.3 33 6.5
　 7－ 8年 17 9.0 67 13.2
　 9年以上 162 85.7 409 80.3 

表 2　年齢階級ごとのMMSE得点比較

A65～69歳 B70～74歳 C75～79歳 D80～84歳 E85歳以上 分散分析1）

Bomferroni
男性（ｎ＝189） （ｎ＝35）（ｎ＝51）（ｎ＝47）（ｎ＝33）（ｎ＝23）
MMSE

（平均値±標準偏差） 27.2±2.6 25.7±5.1 26.7±2.5 26.1±2.4 24.8±3.6

女性（ｎ＝509） （ｎ＝85）（ｎ＝111）（ｎ＝166）（ｎ＝96）（ｎ＝51）
MMSE

（平均値±標準偏差） 27.7±2.7 27.8±2.3 26.4±3.1 26.0±3.3 25.8±3.7
Ａ＞Ｃ**　Ａ＞Ｄ**　Ａ＞Ｅ**
Ｂ＞Ｃ**　Ｂ＞Ｄ**　Ｂ＞Ｅ*

注　1）　分散分析：*ｐ＜0.05，**ｐ＜0.01
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Ⅲ　結　　　果

　対象者の性別ごとに年齢，教育の分布を表 1
に示す。対象者を性別に分類すると男性の割合
が 3割に満たなかった。教育は男女ともに 9年
以上の割合が 8割以上あった。
　年齢階級ごとのMMSE得点の平均値と標準
偏差を男女別に示した結果，各年齢階級におけ
るMMSE得点は，男性では有意差は認められ
なかった。女性は65～69歳群と70～74歳群の
MMSE得点が75～79歳群，80～84歳群，85歳以
上群より有意に高かった（表 2）。
　教育年数ごとのMMSE得点の平均値と標準
偏差を男女別に示した結果，各教育年数におけ
るMMSE得点は，男性では 9年以上群が 6年
以下群より有意に高かった。女性は 9年以上群
が 6年以下群および 7－ 8年群より有意に高
かった（表 3）。
　対象者のMMSE得点を 3群（28点以上，24
－27点，23点以下）に分けた結果を表 4に示す。
24－27点のMCI群の割合が男女とも 3割を超え
た。

Ⅳ　考　　　察

　本研究の調査における男性の割合は27％と少
なかった。高齢者を対象とした調査では，ほと
んどの地域で男性の参加が少ないのが現状であ
る。特に地方では日中仕事（農業）に出かけて
いる男性が多いために参加率の低下を招くこと
が考えられる。
　各年齢階級におけるMMSE得点は男性では
有意差は認められなかったが，女性では年齢階
級が上がるにつれて平均値は有意に低かった。
鈴木ら7）が沖縄県今帰仁村在住高齢者93人に
MMSEを用いた調査（男女一緒）においても
75～79歳群；25点，80～84歳群；24点，85歳以
上群；18点と年齢が上がるにつれて平均値は有
意に低かった。谷口ら8）が群馬県草津町在住高
齢者773人にMMSE得点の年平均変化率と要介
護認定発生の関連性を縦断的に調査（女性）し

た。その結果，年平均で0.5点以上つまり 5年
間で2.5点以上のMMSE得点の低下は，正常老
化とは明らかに異なる認知機能の変化であり，
重度要介護認定発生に対して交絡要因とは独立
したリスクマーカーであることを明らかにした。
本研究は横断的調査であるためMMSE得点の
年平均変化率は求められないが，男女ともに65
～69歳群のMMSE得点平均値は27点代で85歳
以上の平均値は25点でありその差は 2点であっ
た。沖縄県の高齢者の75～79歳群のMMSE得
点平均値は25点で85歳以上群の平均値は18点で
その差 7点7）と本研究の 2点を比較すると明ら
かに年代差は大きかった。
　各教育年数におけるMMSE得点は男女とも
教育年数が上がるにつれて平均値は有意に高
かった。酒井ら9）はMMSEが見当識，即時想起，
計算，遅延再生，物品呼称，自発書字などの言
語性能力に関する評価項目を含む検査であり，
教育年数が低い高齢者は漢字や数字に対するな
じみの程度や計算への苦手意識などが関連し，
得点が低くなると報告している。このことから，
本研究においても教育年数の低さがMMSE得
点を低くした要因と推察される。
　本研究のMMSE得点において28点以上を正
常，24－27点をMCI，23点以下を認知症に分け
た結果，MCI群の割合が男女とも約 3割あった。
Petersenら10）は，正常な認知機能を有する高齢

表 3　教育年数ごとのMMSE比較（ｎ＝698）

A6年以下 B7-8年 C9年以上 分散分析1）

Bomferroni
男性（ｎ＝189）（ｎ＝8） （ｎ＝18）（ｎ＝163）
MMSE

（平均値±標準偏差） 20.0±12.7 24.8±2.4 26.6±3.7 Ａ＜Ｃ*

女性（ｎ＝509）（ｎ＝33）（ｎ＝67）（ｎ＝409）
MMSE

（平均値±標準偏差） 25.8±3.4 25.9±3.7 27.0±3.0
Ａ＜Ｃ*
Ｂ＜Ｃ*

注　1）　分散分析：*ｐ＜0.05

表 4　 MMSE得点を 3群に分けた割合
（単位　人）

男性（ｎ＝189） 女性（ｎ＝509）

ｎ ％ ｎ ％
28点以上 99 52.4 269 52.8
24-27点 63 33.3 176 34.6 
23点以下 27 14.3 64 12.6
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者のアルツハイマー病への移行率は年間10～
15％であると述べており，アルツハイマー病の
前駆状態としてMCIは重要な時期とされる。本
研究の認知機能調査で52％が正常で34％がMCI，
14％が認知症であった。岩原ら11）は，北海道在
住の中高年1086人を対象にMMSE得点とライ
フスタイル得点の関連を調査した。その結果，
MMSE得点のカットオフ値を27点に設定して，
認知機能に低下が認められる者（27点以下）と
そうでない者（28点以上）とに対象者を分割し
た場合，「パソコンや携帯電話の使用」や「読
書，園芸，日記」が認知機能の低下リスクを下
げるという結果が得られた。Fratiglioniら12）は，
MMSE得点が23点以下（認知症疑い）と24点
以上（認知症疑いなし）とに対象者を分割した
場合，対人交流が増すほど認知機能を防止して
いると報告している。
　高齢者の認知機能を評価する場合，評価得点
がある基準値を超える人々（ハイリスクグルー
プ）を見つけて，その人たちに対する対応を考
えることが大切である。一方，評価得点をある
疾患の指標としてではなく,全体の得点分布を
みることによって，その集団の認知機能がどの
ような状態であるか量的にとらえるポピュレー
ションアプローチ（集団全体アプローチ）も重
要である。
　今後は地域高齢者の認知機能と身体・心理・
社会的要因を因果モデルで総合的にとらえ，そ
の因子間の影響方向と影響の強さを定量的に明
らかにし，ポピュレーションアプローチに役立
てていく予定である。
　利益相反自己申告：開示すべき利益相反状態
はない。

文　　　献
1 ）厚生労働省．介護保険事業状況報告の概要（http://

www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/osirase/jigyo/m15/

dl/1501.a.pdf）2015.1.15．

2 ）久保田活．日本の要介護状態における死亡率．日

本保険医学会誌　2012；110（ 3 ）：211-6．

3 ）森悦郎．神経疾患患者における日本語版Mini Men-

tal Stateテストの有用性．神経心理学　1985；1

（ 2 ）：82-90．

4 ）加藤伸司，下垣光，小野寺敦志，他．身体的状況，

生活習慣と主観的健康感の関連．日本公衆衛生雑

誌　1992； 5 ：284-9．

5 ）Luis CA, Keegan AP, Mullan M. Cross validation 

of the Montreal Cognitive Assesment in commu-

nity dwelling older adults residing in the South-

eastern US. Int J Geriatr Psychiatry 2009；24：

197-201．

6 ）厚生労働省．疫学研究に関する倫理指針（http://

www.mhlw.go.jp/general/seido/kousei/i-kenkyu/

sisin2.html.）2015.1.15．

7 ）崎原盛造，鈴木隆雄，石崎達郎，他（編）．健康長

寿の条件．東京：株式会社ワールドプランニング，

2002；第Ⅱ章- 3 　鈴木隆雄，石崎達郎　沖縄県の

地域在住高齢者における知的機能低下と生活機能

障害，51-9．

8 ）谷口優，藤原佳典，篠﨑智大，他．Mini-Mental 

State Examinationにより評価した認知機能低下と

将来の要介護発生との関連．日本老年医学会雑誌　

2015；52（ 1 ）：86-93．

9 ）酒井佳永，小高愛子，村山憲男，他．認知症スク

リーニング検査the Rapid Dementia Screening 

Test（RDST）日本語版の有用性．老年精神医学

雑誌　2006；17：539-51．

10）Peterson RC, Roberts RO, Knopman DS,et al. Mild 

Cognitive Impairment Ten Years Later. Arch 

Neurol 2009；66：1447-55．

11）岩原明彦，伊藤恵美，永原直子，他．中高年のラ

イフスタイルと高次脳機能との関連性について．

人間環境研究　2011； 9（ 2 ）：117-23．

12）Fratiglioni L, Paillard BS, Winblad B. An active 

and socially integrated lifestyle in late life may 

protect against dementia. The Lancet Neurology 

2004； 3 ：343-53．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


